
⑦栄養教諭専門教科問題の解答について（ 注意）

１ ． 解答はすべて、 別紙のマーク シート に記入するこ と 。

２ ． マーク シート は、 電算処理する ので、 折り 曲げたり 、 汚し たり し ないこ と 。 また、 マーク 欄はも ち ろ ん、

余白にも 不要なこ と を 書かないこ と 。

３ ． 記入は、 HBまたはＢ の鉛筆を 使っ て、 ていねいに正し く 行う こ と 。（ マーク シート 右上の記入方法を 参

照） 消去は、 プラ スチッ ク 消し ゴムで念入り に行う こ と 。

４ ． 名前の記入　 名前を 記入するこ と 。

５ ． 教科名の記入　 教科名に「 栄養教諭」 と 記入するこ と 。

６ ． 受験番号の記入　 受験番号欄に５ けたの数で記入し たのち 、 それを マーク するこ と 。

７ ． 解答の記入　 ア． 小問の解答番号は１ から 50ま での通し 番号になっ ており 、 例えば、 25番を 25

のよう に表示し てある。

イ ． マーク シート のマーク 欄は、 すべて１ から ０ まで10通り あるが、 各小問の選択肢は必ず

し も 10通り あると は限ら ないので注意するこ と 。

ウ． どの小問も 、 選択肢には①、 ②、 ③……の番号がついている。

エ． 各問いに対し て一つずつマーク するこ と 。

（ マーク シート 記入例）

数字で記入……

栄養
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【 １ 】 学校給食・ 食育関係法規について、 次の（ １ ） ～（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、「 学校給食法」（ 昭和29年法律第160号） の「 第３ 章　 第10条　 学校給食を 活用し た食に関

する 指導」 から の抜粋である 。（ ア） ～（ エ） にあてはまる 適切な語句の組合せを ①～⑤から 選び、 番号

で答えよ。

　 栄養教諭は、 児童又は生徒が健全な食生活を 自ら 営むこ と ができ る知識及び態度を 養う ため、 学校給食

において摂取する（ 　 ア　 ） と 健康の保持増進と の関連性についての指導、 食に関し て（ 　 イ 　 ） を 必要

と する児童又は生徒に対する（ 　 ウ　 ） その他の学校給食を 活用し た食に関する（ 　 エ　 ） な指導を 行う

も のと する。

①　（ ア） 栄養　 　（ イ ） 適切な対応　 　（ ウ） 個別的な指導　 　（ エ） 実践的

②　（ ア） 栄養　 　（ イ ） 特別の配慮　 　（ ウ） 個別的な相談　 　（ エ） 効果的

③　（ ア） 栄養　 　（ イ ） 適切な対応　 　（ ウ） 個別的な相談　 　（ エ） 効果的

④　（ ア） 食品　 　（ イ ） 特別の配慮　 　（ ウ） 個別的な指導　 　（ エ） 実践的

⑤　（ ア） 食品　 　（ イ ） 適切な配慮　 　（ ウ） 個別的な指導　 　（ エ） 効果的
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（ ２ ）　 次の文は、「 食育基本法」（ 平成17年法律第63号） から の抜粋である。（ ア） ～（ ウ） にあてはまる 適

切な語句を ①～⑨から 選び、 番号で答えよ。

第八条

　 食育は、 食品の（ 　 ア　 ） が確保さ れ安心し て消費でき るこ と が健全な食生活の基礎である こ と にかん

がみ、 食品の（ 　 ア　 ） を はじ めと する食に関する幅広い（ 　 イ 　 ） 及びこ れについての意見交換が、 食

に関する知識と 理解を 深め、 国民の適切な食生活の実践に資する こ と を 旨と し て 、（ 　 ウ　 ） な連携を 図

り つつ積極的に行われなければなら ない。

①　 安全性　 　 ②　 組織的　 　 　 　 ③　 衛生管理　 　 ④　 情報の提供　 　 ⑤　 経済的

⑥　 国際的　 　 ⑦　 情報の発信　 　 ⑧　 社会的　 　 　 ⑨　 安全管理　

（ ア） （ イ ） （ ウ）
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（ ３ ）　 次の文は、「 第４ 次食育推進基本計画」（ 令和３ 年３ 月　 農林水産省）「 第２ 　 食育の推進の目標に関

する事項　 ２ ． 食育の推進に当たっ ての目標」 に関する記述から の抜粋である。 下線部について、 適切で

ないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　 食育に関心を 持っ ている 国民を 増やす…令和２ 年度の83.2％から 、 令和７ 年度までに90％以上と する

こ と を 目指す。

②　 地域等で共食し たいと 思う 人が共食する 割合を 増やす…令和２ 年度の70.7％から 、 令和７ 年度までに

75％以上と するこ と を 目指す。

③　 学校給食における地場産物を 活用し た取組等を 増やす…栄養教諭による地場産物に係る食に関する指

導の平均取組回数を 、 令和元年度の月9.1回から 、 令和７ 年度までに月12回以上と するこ と を 目指す。

④　 生活習慣病の予防や改善のために、 ふだんから 適正体重の維持や減塩等に気を つけた食生活を 実践す

る国民を 増やす…令和２ 年度の64.3％から 、 令和７ 年度までに70％以上と するこ と を 目指す。

⑤　 食品ロス削減のために何ら かの行動を し ている 国民を 増やす…令和元年度は76.5％と なっ ており 、 引

き 続き 、 令和７ 年度までに80％以上と するこ と を 目指す。
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（ ４ ）　 次の文は、「 食に関する 指導体制の整備について （ 答申）」（ 平成16年１ 月20日　 文部科学省） の「 第

２ 章　 栄養教諭制度の創設」 から の抜粋である 。（ ア） ～（ エ） にあてはまる 適切な語句の組合せを ①～

⑤から 選び、 番号で答えよ。

　 栄養教諭は， 生き た教材である学校給食の管理と ， それを 活用し た食に関する指導を 同時にその主要な

職務の柱と し て担う こ と により ， 両者を 一体のも のと し て展開するこ と が可能であり ， 高い（ 　 ア　 ） が

期待さ れる。 学校給食の教材と し ての機能を 最大限に引き 出すためには， その管理を 同時に行う こ と が不

可欠であり ， また，（ 　 イ 　 ） によ っ て得ら れた知見や情報を（ 　 ウ　 ） に（ 　 エ　 ） さ せていく こ と も

可能と なると 考えら れる。

①　（ ア） 教育効果　 　（ イ ） 給食管理　 　 　 　 　（ ウ） 食に関する指導　 　（ エ） フ ィ ード バッ ク

②　（ ア） 教育効果　 　（ イ ） 食に関する指導　 　（ ウ） 給食管理　 　 　 　 　（ エ） 反映

③　（ ア） 相乗効果　 　（ イ ） 給食管理　 　 　 　 　（ ウ） 食に関する指導　 　（ エ） フ ィ ード バッ ク

④　（ ア） 相乗効果　 　（ イ ） 給食管理　 　 　 　 　（ ウ） 食に関する指導　 　（ エ） 反映

⑤　（ ア） 相乗効果　 　（ イ ） 食に関する指導　 　（ ウ） 給食管理　 　 　 　 　（ エ） フ ィ ード バッ ク
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（ ５ ）　 次の文は、「 学校給食実施基準の一部改正について」（ 令和３ 年２ 月12日　 文部科学省） の「 ３ 　 学校

給食の食事内容の充実等について」 から の抜粋である。（ ア） ～（ ウ） にあてはまる 適切な語句を ①～⑨

から 選び、 番号で答えよ。

　 我が国の（ 　 ア　 ） について興味・ 関心を 持っ て学び、 郷土に関心を 寄せる心を 育むと と も に、 地域の

食文化の（ 　 イ 　 ） につながるよう 、 郷土に伝わる料理を 積極的に取り 入れ、 児童生徒がその歴史、 ゆか

り 、 食材など を 学ぶ取組に資する よ う 配慮する こ と。 また、 地域の食文化等を 学ぶ中で、（ 　 ウ　 ） 食文

化等の理解も 深める こ と ができ るよう 配慮するこ と 。

①　 日本型食生活　 　 ②　 伝統的食文化　 　 ③　 日本各地の多様な　 　 ④　 継承　 　 ⑤　 地域の多様な

⑥　 理解　 　 　 　 　 　 ⑦　 和　 　 　 　 　 　 　 ⑧　 世界の多様な　 　 　 　 ⑨　 伝承

（ ア） （ イ ） （ ウ）
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【 ２ 】 食に関する指導について、 次の（ １ ） ～（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、「 食に関する指導の手引き ―第二次改訂―」（ 平成31年３ 月　 文部科学省） の「 第３ 章　 食

に関する指導に係る全体計画の作成　 第２ 節　 全体計画作成の手順及び内容」 から の抜粋である。（ ア） ～

（ エ） にあてはまる適切な語句の組合せを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

全体計画の評価

　 自校の食に関する 指導の全体計画に基づいて、 児童生徒への食に関する指導が計画通り に（ 　 ア　 ） さ

れたのか、 学校給食の管理、 連携・ 調整がどの程度充実し たのかなどについて評価を 行い、 その結果を 次

年度に生かし ていく こ と が求めら れます。

　 こ のと き 、「 学習後、 家庭学習と 関連さ せ、 家庭で実践が継続でき る よう 仕組むこ と ができ た。」「 オリ

ジナル朝食レ シピの内容は、 普段の食事で作り やすいも のが多く なっ た。」 などの（ 　 イ 　 ） と 、「 朝食を

毎日食べる児童生徒を 80％から 95％に増やす。」「 朝食作り の手伝いを する児童・ 生徒を 50％から 60％に増

やす。」 などの（ 　 ウ　 ） を 設定し た（ 　 エ　 ） を し ていく こ と が大切です。

①　（ ア） 推進　 　（ イ ） 定量的な評価　 　（ ウ） 成果指標　 　（ エ） 定性的な評価

②　（ ア） 推進　 　（ イ ） 定性的な評価　 　（ ウ） 成果指標　 　（ エ） 定量的な評価

③　（ ア） 推進　 　（ イ ） 定量的な評価　 　（ ウ） 活動指標　 　（ エ） 定性的な評価

④　（ ア） 実施　 　（ イ ） 定性的な評価　 　（ ウ） 成果指標　 　（ エ） 定量的な評価

⑤　（ ア） 実施　 　（ イ ） 定性的な評価　 　（ ウ） 活動指標　 　（ エ） 定量的な評価
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（ ２ ）　 次の文は、「 食に関する指導の手引き ―第二次改訂―」（ 平成31年３ 月　 文部科学省） の「 第２ 章　 学

校・ 家庭・ 地域が連携し た食育の推進　 第２ 節　 家庭や地域と の連携の進め方」 における栄養教諭の役割

に関する記述である 。 下線部について正し い記述の組合せを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

（ ア） 栄養教諭は、 PT A が開催する 研修会で講師を し たり 、 食に関する 研修会や学習会の開催に当たっ て

の助言を し たり するなどの支援を 図るこ と が望まれます。

（ イ ） 栄養教諭は、 学級担任や調理員と 連携し 、 保護者等の協力を 得ながら 調査を 行い、 家庭や地域での

生活スタ イ ルや食環境の実態及び課題を 明確にし ます。

（ ウ） 栄養教諭は、 地域の保護者の状況等を 考慮し ながら 、 各家庭への働き 掛けや啓発活動の年間計画の

企画・ 提案を 行います。

（ エ） 各施設の栄養教諭は、 幼児児童生徒のよ り よ い成長発達のために、 学校間の移行において、 給食の

栄養管理評価や個別対応の内容について、 詳細な情報を 交流するこ と が必要です。

（ オ） 栄養教諭は、 公民館や社会教育関係団体、 地域の団体等が開催する 、 児童生徒対象の料理教室や食

育講座の運営を 行います。

①　（ ア）・（ イ ）・（ オ）

②　（ ア）・（ ウ）・（ エ）

③　（ イ ）・（ ウ）・（ エ）

④　（ イ ）・（ エ）・（ オ）

⑤　（ ウ）・（ エ）・（ オ）
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（ ３ ）　 次の文は、「 食に関する指導の手引き ―第二次改訂―」（ 平成31年３ 月　 文部科学省） の「 第５ 章　 給

食の時間における 食に関する 指導　 第２ 節　 給食の時間に行われる 食に関する 指導」 に関する 抜粋であ

る。（ ア） ～（ ウ） にあてはまる適切な語句を ①～⑨から 選び、 番号で答えよ。

　 給食の時間における共同作業を 通し て 、（ 　 ア　 ） や連帯感を 養う と と も に、 学校給食に携わる 人々へ

の感謝の気持ちなど豊かな心を 育み、 好まし い（ 　 イ 　 ） を 育てる時間と なり ます。 また、 給食の時間は

学級担任等と 児童生徒が共に食事を する時間ですが、 献立を 通し た具体的な指導場面も 多いこ と から 、 献

立を 作成する栄養教諭と 適切に連携を 取っ て指導するこ と は効果的であり 、 望まし い（ 　 ウ　 ） の習慣化

を 図るこ と ができ ます。

①　 社交性　 　 ②　 給食当番活動　 　 ③　 食事のと り 方　 　 ④　 配膳作業　 　 ⑤　 人間関係

⑥　 食生活　 　 ⑦　 食事の在り 方　 　 ⑧　 責任感　 　 　 　 　 ⑨　 友人関係

（ ア） （ イ ） （ ウ）
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（ ４ ）　 次の図は、「 中学校学習指導要領（ 平成29年告示） 解説　 特別活動編」（ 平成29年７ 月　 文部科学省）

「 第３ 章　 各活動・ 学校行事の目標と 内容　 第１ 節　 学級活動」 に示さ れている学級活動（ ２ ）（ ３ ） にお

けるの学習過程（ 例） の略図である。（ ア） ～（ ウ） にあてはまる適切な語句の組合せを ①～⑤から 選び、

番号で答えよ。

学級活動（ ２ ）（ ３ ）

①　 問題の発見・ 確認 ②（ 　 ア　 ）

③（ 　 イ 　 ）④（ 　 ウ　 ）⑤振り 返り

次
の
課
題
解
決
へ

学級活動（ ２ ）（ ３ ） における学習過程（ 例）

①　（ ア） 解決方法等の話合い　 　（ イ ） 解決方法の決定　 　（ ウ） 解決方法の実践

②　（ ア） 解決方法等の話合い　 　（ イ ） 解決方法の選択　 　（ ウ） 決めたこ と の実践

③　（ ア） 問題の分析　 　 　 　 　 　（ イ ） 解決方法の選択　 　（ ウ） 解決方法の実践

④　（ ア） 問題の分析　 　 　 　 　 　（ イ ） 解決方法の選択　 　（ ウ） 決めたこ と の実践

⑤　（ ア） 解決方法等の話合い　 　（ イ ） 解決方法の決定　 　（ ウ） 決めたこ と の実践
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（ ５ ）　 次の文は、「 神戸市食育推進計画（ 第４ 次）」（ 令和３ 年９ 月）「 取組の方向性と 具体的な取組」 に関す

る記述である。（ ア） ～（ エ） にあてはまる具体的な取組を ①～⑨から 選び、 番号で答えよ。

取組の方向性 具体的取組

Ⅰ　 健康なから だと 豊

かなこ こ ろ を つく る食

育の推進

生涯を 通じ た健全な食生活の実践を 支援し ます

保育所、 幼稚園、 学校等で食を 通じ た健全育成に取り 組みます

食べも のを 大切にする気持ちを 育みます （ 　 ア　 ）

Ⅱ　 こ う べの自然の恵

みと 食文化を 伝える食

育の推進

「 食都神戸」 事業における地産地消の推進を 図り ます （ 　 イ 　 ）

郷土料理や行事食などの食文化を 継承し ます

Ⅲ　 食の安全・ 安心の

確保

食の安全・ 安心についての知識を 広め、 リ スク コ ミ ュ ニケー

ショ ンの推進を 図り ます

安全・ 安心な農産物生産の取組拡大を 目指し ます （ 　 ウ　 ）

「 食を 選択する力」 を 身に付けるための情報発信を 図り ます

Ⅳ　 食育推進運動と 連

携・ 協力体制の強化

全市一体と なっ た食育推進運動を 展開し ます

食品関連事業者等と の連携による食環境づく り を 推進し ます （ 　 エ　 ）

デジタ ル（ オンラ イ ン） を 活用し た食育情報を 発信し ます

①　 新し い生活様式に対応し た出前・ デリ バリ ーの実施、 利用時の衛生管理啓発

②　 健康管理アプリ 「 M Y CONDIT ION K OBE」 を 活用し た取組

③　「 こ う べ旬菜」、「 こ う べ版GA P」 の取組推進・ 情報発信

④　 児童養護施設退所予定者対象の食事作り 体験

⑤　 エシカ ル消費を テーマにし た出前講座や消費生活講座の実施

⑥　 健康創造都市K OBE 推進会議における食育の取組

⑦　「 こ う べ給食畑」 推進事業

⑧　「 保育所における食事の提供ガイ ド ラ イ ンに基づく チェ ッ ク リ スト 」 の活用

⑨　「 たべも の祭り 」 などのイ ベント

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）

16 17 18 19
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【 ３ 】 衛生管理について、 次の（ １ ） ～（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、「 学校給食衛生管理基準」（ 平成21年３ 月31日告示　 平成21年４ 月１ 日施行　 文部科学省）

の「 第３ 　 調理の過程等における衛生管理に係る衛生管理基準（ ４ ） 調理課程　 ③　 二次汚染の防止」 に

基づく 作業に関する 記述である。 適切な作業の組合せを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

（ ア） 加熱調理済みの食品を 、 床面から 60ｃ ｍの高さ の置台の上に置いた。

（ イ ） 下処理室と 調理室で使用するエプロンは色分けし て使い分けた。

（ ウ） 食肉、 魚介類及び卵は、 それぞれ専用の容器、 調理用の器具を 準備し た。

（ エ） 調理作業時、 器具に付着し た水気を ふき んを 用いてふき 取っ た。

（ オ） 作業前に、 担当者の動線を 示し た作業動線図を 確認し て作業に当たっ た。

①　（ ア）・（ イ ）・（ ウ）

②　（ ア）・（ イ ）・（ エ）

③　（ イ ）・（ ウ）・（ エ）

④　（ イ ）・（ エ）・（ オ）

⑤　（ ウ）・（ エ）・（ オ）

20

（ ２ ）　 次の文は、「 学校給食調理従事者研修マニュ アル」（ 平成24年３ 月　 文部科学省） の「 第４ 章　 食中毒

の基礎知識」 に関する記述である。 適切でないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　 サルモネラ 属菌……生肉、 特に鶏肉と 卵を 汚染する こ と が多く 、 潜伏期は６ ～72時間で、 腹痛、 下

痢、 発熱、 嘔吐などが主な症状である。

②　 ボツリ ヌ ス菌………土壌中や河川など自然界に広く 生息し 、 芽胞を 形成する嫌気性菌である。 こ の菌

は、 非常に毒性の強い神経毒を 産生する。

③　 ウエルシュ 菌………酸素を 嫌う 嫌気性菌。 耐熱性の芽胞を つく るため、 高温でも 死滅せず生残する。

④　 黄色ブド ウ球菌……ヒ ト や動物の常在菌。 嘔吐毒（ セレ ウリ ド ） を 産生する。 喫食後30分から １ 時間

で発症し 、 吐き 気、 嘔吐、 腹痛、 下痢などが主な症状である。

⑤　 カ ンピロバク タ ー…家畜や家禽の腸管内に生息し 、 食肉（ 特に鶏肉）、 臓器や水を 汚染する。 潜伏期

は１ ～７ 日と 長く 、 発熱、 倦怠感、 頭痛、 吐き 気、 腹痛、 下痢、 血便などが主な

症状である。

21
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（ ３ ）　 次の文は、「 調理場における 衛生管理＆調理技術マニュ アル」（ 平成23年３ 月　 文部科学省）「 第２ 章　

検収室・ 下処理室における 衛生管理＆調理技術マニュ アル　 １ 　『 野菜の皮剥き ・ 洗浄』 の基本的な考え

方」 についての記述である。 正し い内容の組合せを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

（ ア） 果物や汚染度の低い野菜類を 先に、 汚染度の高い野菜類を 後に洗浄でき る よ う 、 作業工程を 工夫す

る。

（ イ ） こ まつなやほう れんそう は、 根元を 切り 落と し 刻んでから 、 丁寧に洗浄する。

（ ウ） キャ ベツや白菜は２ つ又は４ つ割り にし て芯を 取り 、 葉を バラ バラ にし て洗浄する。

（ エ） じ ゃ がいも は芽を 取り 除く ため、 球根皮剥機にかける時間を 長く する 。

（ オ） 泥や細菌に汚染さ れた洗浄水によ っ て周囲に汚染を 広げないため、 球根皮剥機は使用中は蓋を する。

①　（ ア）・（ イ ）・（ ウ）

②　（ ア）・（ イ ）・（ エ）

③　（ ア）・（ ウ）・（ オ）

④　（ イ ）・（ ウ）・（ エ）

⑤　（ ウ）・（ エ）・（ オ）

22
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（ ４ ）　 次の文は、「 調理場における 洗浄・ 消毒マニュ アルPartⅡ」（ 平成22年３ 月　 文部科学省）「 第１ 章　

食器の洗浄・ 消毒マニュ アル　 １ ． 食器の洗浄・ 消毒の基本的な考え方」 に関する 記述である 。（ ア） ～

（ エ） にあてはまる適切な語句を 、 ①～⑨から 選び、 番号で答えよ。

予備洗浄

（ 残渣除去）

①洗剤を 入れた温湯に、（ 　 ア　 ） 分程度浸漬する。

②食器に付着し ている食品残渣を 取り 除き 、 次の浸漬槽に移す。

本洗浄

（ 洗剤洗浄）

＜洗浄機の場合＞

③温湯で①の洗剤を 落と す。

④自動食器洗浄機で、 洗浄及びすすぎを 行う 。

※洗浄機専用の洗剤を 使用し 、 所定の時間や温度を 設定し 、 洗浄する。

※定期的に、 水温や水圧、 洗剤の注入量、 スケールのつまり 等の点検を 行う 。
すすぎ

汚れ落ちと すすぎの確認

消毒保管

⑤水気を 切っ た後、 食器かごに入れ、 熱風消毒保管庫で乾燥保管する。

※熱のかけ過ぎによる食器の劣化を 防ぐ ため、 機器メ ーカ ーや食器メ ーカ ーの取

扱い説明書に従っ て温度や時間の設定を 行う こ と 。

＊プラスチッ ク食器の場合： 庫内温度が（ 　 イ　 ） ℃に上昇後、 この温度で（ 　 ウ　 ）

分程度保持。

＊　 食器用の漂白剤には、 酸素系と 塩素系がある。 材質によっ ては、 使用でき ないも のや浸漬時間及び濃

度が異なるので、 各メ ーカ ーの取扱い説明書を よく 読んで使用するこ と 。

メ ラ ミ ン食器には、（ 　 エ　 ） の漂白剤を 使用する。

①　 10　 　 　 　 ②　 20　 　 　 　 ③　 30　 　 　 　 ④　 40～50　 　 ⑤　 50～60

⑥　 80～85　 　 ⑦　 85～90　 　 ⑧　 酸素系　 　 ⑨　 塩素系

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）

23 24 25 26
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（ ５ ）　 次の文は、「 調理場における衛生管理＆調理技術マニュ アル」（ 平成23年３ 月　 文部科学省） の「 第６

章　 食中毒病因物質の解説　 ノ ロ ウイ ルス」 及び「 大量調理施設衛生管理マニュ アル」（ 平成29年　 厚生

労働省）」 に関する 記述である。（ ア） ～（ ウ） にあてはまる 適切な数値を ①～⑨から 選び、 番号で答え

よ。

　 ノ ロウイ ルスは経口感染で、 潜伏期間は通常（ 　 ア　 ） 時間です。

　 嘔吐し た、 あるいはノ ロウイ ルス感染者や感染が疑われる児童生徒が使用し た食器は、 調理室に持ち込

む前に、 煮沸あるいは次亜塩素酸ナト リ ウム（ 　 イ 　 ） ppmで消毒を 行う こ と 。

　 ノ ロウイ ルス汚染の可能性のある二枚貝等の食品は、 中心部まで（ 　 ウ　 ） ℃、 90秒間以上の加熱を 行

う こ と 。

①　 ３ ～12　 　 ②　 24～48　 　 　 ③　 72～96

④　 80～85　 　 ⑤　 85～90　 　 　 ⑥　 90～95

⑦　 100　 　 　  ⑧　 100～200　 　 ⑨　 200～1,000

（ ア） （ イ ） （ ウ）

27 28 29
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【 ４ 】 給食管理について、 次の（ １ ） ～（ ３ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、「 日本人の食事摂取基準（ 2020年版）」（ 令和元年12月「 日本人の食事摂取基準」 策定検討

会） の「 ２ 各論　 １ エネルギー・ 栄養素」 に関する 記述である 。（ ア） ～（ エ） にあてはまる適切な語句

を ①～⑨から 選び、 番号で答えよ。

＜カ ルシウム＞

　 血液中のカ ルシウム濃度は、 比較的狭い範囲（ 8.5～10.4mg/dL） に保たれており 、 濃度が低下する と 、

（ 　 ア　 ） の分泌が増加し 、 主に骨から カ ルシウムが溶け出し 、 元の濃度に戻る。 し たがっ て、（ 　 ア　 ）

が高い状態が続く と 、 骨から のカ ルシウムの溶出が大き く なり 、 骨の粗鬆化を 引き 起こ すこ と と なる。 カ

ルシウムの欠乏によ り 、 骨粗鬆症、 高血圧、（ 　 イ 　 ） など を 招く こ と がある。 カ ルシウムの過剰摂取に

よっ て、 高カ ルシウム血症、 高カ ルシウム尿症、 軟組織の石灰化、 泌尿器系結石、（ 　 ウ　 ）、 鉄や亜鉛の

吸収障害、 便秘などが生じ る可能性がある。

＜鉄＞

　 食品から 摂取さ れた鉄は、 十二指腸から 空腸上部において吸収さ れる。 ヘム鉄は、 特異的な担体によっ

て腸管上皮細胞に吸収さ れ、 細胞内でヘムオキシゲナーゼにより ２ 価鉄イ オン（ Fe2+） と （ 　 エ　 ） に分

解さ れる。

①　 ヘモグロビン　 　 ②　 動脈硬化　 　 　 　 ③　 カ ルシト ニン　 　 　 　 ④　 甲状腺刺激ホルモン

⑤　 ウイ ルソ ン病　 　 ⑥　 ポルフ ィ リ ン　 　 ⑦　 副甲状腺ホルモン　 　 ⑧　 非ヘム鉄

⑨　 前立腺がん

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）

30 31 32 33
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（ ２ ）　 次の表は、「 ほう れんそう と キャ ベツのおひたし 」 200人分の材料、 および調理工程を まと めたも ので

ある。 加熱調理後の一人分の野菜の重量を 合わせて60ｇ と 考え、 野菜に対し て0.8％塩分で調味する 場合

の（ ア）、（ イ ） にあてはまる適切な数値の組合せを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。 ただし 、 使用するう

すく ちし ょ う ゆの塩分は16％と する。

材料
200人分

正味重量
加熱調理行程

重量

変化率
調味工程

ほう れんそう 12kg 切る →ゆで→水冷→絞る 70％ 加熱調理工程後の野菜の重量

を 合わせて60gと 考える。キャ ベツ （ 　 ア　 ） 切る →ゆで→湯切り 90％

う すく ち

し ょ う ゆ
（ 　 イ 　 ）

野菜に 対し て0.8％塩分で 調

味する。

①　（ ア） 4.0kg　 　（ イ ） 600g

②　（ ア） 3.8kg　 　（ イ ） 600g

③　（ ア） 3.8kg　 　（ イ ） 960g

④　（ ア） 4.0kg　 　（ イ ） 800g

⑤　（ ア） 4.0kg　 　（ イ ） 960g

34

（ ３ ）　 次の文は、「 給食でたべる神戸産」（ 一般財団法人神戸市学校給食会） に関する記述である 。 神戸市の

地場産物の記述と し て適切でないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　 神戸いちじ く …………　 神戸市は県内ト ッ プ のいち じ く 生産量を 誇り ます。「 神戸いち じ く 」 と し て

「 食都神戸」 の戦略品目に位置付け、 さ ら なる 地産地消の拡大と 神戸ブ ラ ン

ド の海外展開にも 取り 組んでいる。

②　 北神なす………………　 神戸市北区を 中心に、 昭和10年頃から 、 なすの栽培が行われている。 こ こ で

生産さ れたなすは、「 北神なす」 と 呼ばれている。

③　 北神ねぎ………………　 関西では薬味と し てよく 使用さ れるねぎ。 香り がよく 料理の味を 引き 立てて

く れます。 栽培は、 神戸市では昭和50年頃から 始まり まし た。

④　 フ リ ーダムき ゅ う り …　 ト ゲがなく 、 食感と 香り がよく みずみずし い。 表面にいぼがないこ と で調理

がし やすく 、 雑菌がつき にく いなど衛生面でのメ リ ッ ト も ある。

⑤　 北神みそ………………　 兵庫六甲Ｊ Ａ 神戸北女性会が北神地域の地域農産物の拡大と 地産地消を 目的

に、 北区産の良質米と 大豆、 天塩を 使用し て作っ た、 昔ながら の手作り み

そ。

35
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【 ５ 】 公衆衛生について、 次の（ １ ） ～（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、「 令和元年国民健康・ 栄養調査報告」（ 厚生労働省）「 結果の概要」 に関する 記述の一部で

ある。 下線部について、 適切でないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　「 糖尿病が強く 疑われる者」 の割合は男性19.7％、 女性10.8％である 。 こ の10年間でみると 、 男女と も

有意な増減はみら れない。

②　 収縮期（ 最高） 血圧が140mmHg以上の者の割合は男性29.9％、 女性24.9％である。 こ の10年間でみる

と 、 男女と も 有意に増加し ている。

③　 血清総コ レ ステロール値が240mg/dL以上の者の割合は男性12.9％、 女性22.4％である。 こ の10年間で

みると 、 男性では有意な増減はみら れないが、 女性では有意に増加し ている。

④　 現在習慣的に喫煙し ている 者の割合は16.7％であり 、 男性27.1％、 女性7.6％である。 こ の10年間でみ

ると 、 いずれも 有意に減少し ている。

⑤　 野菜摂取量の平均値は280.5ｇ であり 、 男性288.3ｇ 、 女性273.6ｇ である。 こ の10年間でみる と 、 いず

れも 有意な増減はみら れない。

36

（ ２ ）　 次の文は、「 健康日本２ １ （ 第二次） 最終評価報告書　 概要」（ 厚生労働省） に関する記述の一部であ

る。 策定時のベースラ イ ン値と 直近の実績値を 比較し 、 悪化し ている項目（ 評価がＤ の項目） を ①～⑤か

ら 選び、 番号で答えよ。

①　 適正体重を 維持し ている者の増加（ 肥満（ Ｂ ＭＩ 25以上）、 やせ（ Ｂ ＭＩ 18.5未満） の減少）

②　 適正体重の子ども の増加

③　 健康な生活習慣（ 栄養・ 食生活、 運動） を 有する子ども の割合の増加

④　 共食の増加（ 食事を １ 人で食べる子ども の割合の減少）

⑤　 ロコ モティ ブシンド ローム（ 運動器症候群） を 認知し ている国民の割合の増加

37
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（ ３ ）　 次の文は、「 日本人の食事摂取基準（ 2020年版）」（ 令和元年12月　「 日本人の食事摂取基準」 策定検討

会） の「 Ⅰ総論　 ４ 活用に関する 基本的事項　 集団の食事改善を 目的にし た活用」 に関する 記述である。

食事摂取状況と のアセスメ ント について、 適切でないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　 生活習慣病の発症予防を 目的と し た評価は、 摂取量の分布から 、 目標量を 用いて、 目標量の範囲を 逸

脱する者の割合を 算出し た。

②　 栄養素の摂取不足の評価は、 摂取量の分布から 、 推定平均必要量を 下回る者の割合を 算出し た。

③　 栄養素の摂取不足の評価は、 摂取量の中央値と 推奨量を 比較するこ と で不足し ていないこ と を 確認し

た。

④　 栄養素の過剰摂取の評価は、 摂取量の分布から 、 耐容上限量を 上回る者の割合を 算出し た。

⑤　 エネルギー摂取の過不足の評価は、 BM Iの分布から 、 目標と する範囲外にある者の割合を 算出し た。

38

（ ４ ）　 次の文は、「 食事バラ ンスガイ ド ラ イ ン」（ 厚生労働省・ 農林水産省　 平成17年６ 月策定） に関する記

述である。 適切でないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　 形状は、 日本で古く から 親し まれている「 コ マ」 を イ メ ージし て描き 、 食事のバラ ンスが悪く なると

倒れてし まう と いう こ と を 表し ている。

②　 上部から 、 十分な摂取が望まれる主食、 主菜、 副菜の順に並べ、 牛乳・ 乳製品と 果物については、 同

程度と 考え、 並列に表し ている。

③　 各料理区分における 1日にと る 量の目安の数値（ つ（ SV）） と 対応さ せて、 ほぼ同じ 数の料理・ 食品

を 示し ている。

④　 副菜には、 ビタ ミ ン、 ミ ネラ ル、 食物繊維等の供給源である野菜、 いも 、 豆類（ 大豆を 除く 。）、 き の

こ 、 海藻などを 主材料と する料理が含まれる。

⑤　「 何を 」「 どれだけ」 食べたら よいか、 と いう 「 食事」 の基本を 身に付けるバイ ブルと し て、 望まし い

食事のと り 方やおおよその量を わかり やすく イ ラ スト で示し たも のである。
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（ ５ ）　 次の文は、「 日本食品標準成分表2020年版（ 八訂）」（ 文部科学省） に関する記述である 。 適切でない

も のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

①　 18群が「 調理加工食品類」 から 「 調理済み流通食品類」 に変更さ れた。

②　 炭水化物が細分化さ れエネルギーの算出方法が変更さ れた。

③　 脂質に、 飽和・ 不飽和等の脂肪酸の分析値を 換算し た「 脂肪酸のト リ アシルグリ セロール当量」 が示

さ れた。

④　 ビタ ミ ンにナイ アシン当量の成分が追加さ れた。

⑤　 たんぱく 質量は、 食品に含まれる窒素量の分析値に一定の換算係数を 乗じ た計算値が示さ れた。
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【 ６ 】 臨床栄養について、 次の（ １ ） ～（ ４ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、「 学校給食における食物アレ ルギー対応指針　 給食提供、 体制づく り 」（ 文部科学省） に関

する 記述から の抜粋である。（ 　 ア　 ） ～（ 　 ウ　 ） にあてはまる 適切な語句を ①～⑨から 選び、 番号で

答えよ。

　 食物アレ ルギー対応を 行う 児童生徒の情報共有

　 市区町村教育委員会等の学校における食物アレ ルギー対応に関する委員会の基本方針を も と に、 校内の

（ 　 ア　 ） で個別の取組プラ ンを 作成し ます。（ 　 イ 　 ） は、 全教職員へ対応を 周知徹底し 、 共通理解を 図

り ます。 また共有する方法や掲示場所等を 事前に決定し ておき ます。

　（ 　 ウ　 ） と は毎月、 詳細な献立表等で対応内容の具体的な確認、 調整を 行い、 書面で了解を 得

ます。

詳細な献立表等がチェ ッ ク 表になるよう な、 一貫し た表にするなどの工夫を するこ と も 必要です。

①　 献立作成委員会　 　 ②　 栄養教諭　 　 ③　 児童・ 生徒　 　 ④　 対応委員会　 　 ⑤　 養護教諭

⑥　 管理職　 　 　 　 　 　 ⑦　 学級担任　 　 ⑧　 保護者　 　 　 　 ⑨　 担当者

（ ア） （ イ ） （ ウ）
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（ ２ ）　 次の文は、「 学校給食摂取基準の策定について（ 報告）」（ 文部科学省） に示さ れている 、 エネルギー

基準値の設定に関する 記述で ある。（ 表） の13歳（ 中２ ） 男子の１ 日当たり の指定エ ネ ルギー必要量

（ 　 ア　 ） と し て、 最も 近い値を ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。 なお、 成長に伴う 組織増加分のエネル

ギー（ エネルギー蓄積量） は、 20kcal/日と し て計算せよ。

文部科学省が毎年実施する学校保健統計調査の平均身長から 求めた標準体重と 身体活動レ ベルのレ ベルⅡ

（ ふつう ） を 用いて、 推定エネルギー必要量の３ 分の１ を 算出（ 表） し たと こ ろ 、 昼食必要摂取量の中央

値と の差も 少なく 四分位範囲内である ため、 学校保健統計調査によ り 算出し たエネルギーを 基準値と し

た。

（ 表）　 学校給食のエネルギー算出　

年齢
身体活動

レベル

身長（ 平均値）（ Ｒ 1学校保健統計調

査）　 ※４ 月１ 日現在の満年齢

標準

体重

基礎代

謝量

推定エネル

ギー必要量

推定エネルギー

必要量男女平均

学校給食の

エネルギー

12～14

歳
1.7

13歳

（ 中２ ）

男子 160.0 49.1 1521 （ 　 ア　 ）

女子 154.8 47.2 1396

①　 2500kcal　 　 ②　 2600kcal　 　 ③　 2700kcal　 　 ④　 2800kcal　 　 ⑤　 2900kcal
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（ ３ ）　 次の表は、「 児童生徒等の健康診断マニュ アル」（ 平成27年度改訂　 日本学校保健会） における、 児童

の身長別標準体重を 求める 係数を 示し た表である 。 こ の表を 用いて身長170.0cm体重70.0kgの14歳男子生

徒の肥満度を 求めた場合、 肥満度に基づく 判定と し て最も 適切なも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

係数

年齢

男 女

ａ ｂ ａ ｂ

5 0.386 23.699 0.377 22.750

6 0.461 32.382 0.458 32.079

7 0.513 38.878 0.508 38.367

8 0.592 48.804 0.561 45.006

9 0.687 61.390 0.652 56.992

10 0.752 70.461 0.730 68.091

11 0.782 75.106 0.803 78.846

12 0.783 75.642 0.796 76.934

13 0.815 81.348 0.655 54.234

14 0.832 83.695 0.594 43.264

身長別標準体重（ kg） ＝ａ ×実測身長（ cm） − ｂ

①　 やせ傾向　 　 ②　 ふつう 　 　 ③　 軽度肥満　 　 ④　 中等度肥満　 　 ⑤　 高度肥満
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（ ４ ）　 次は、「 加工食品の食物アレ ルギー表示ハンド ブッ ク 」（ 消費者庁　 令和５ 年３ 月作成） に関する記述

である。 食品表示基準で表示を 義務付けるも の（ 特定原材料） の組合せと し て、 最も 適切なも のを ①～⑤

から 選び、 番号で答えよ。

①　 落花生（ ピーナッ ツ）　 　 さ ば　 　 　 えび

②　 そば　 　 　 　 　 　 　 　 　  乳　 　 　 　 アーモンド

③　 えび　 　 　 　 　 　 　 　 　  かに　 　 　 いく ら

④　 かに　 　 　 　 　 　 　 　 　  小麦　 　 　 く るみ

⑤　 大豆　 　 　 　 　 　 　 　 　  く るみ　 　 卵
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【 ７ 】 次の（ １ ） ～（ ４ ） の問いに答えよ。

（ １ ）　 次の文は、 小学校における異物混入事故に関る事例である。 異物混入時の対応と し て、 適切でないも

のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

給食の喫食時に、 一人の児童から 、「 ご飯の中に異物が入っ ている」 と の申し 出があっ た。 学級担任が

確認すると 金属片のよう な物であるこ と が確認でき た。

①　 学級担任は、 異物の種類や混入の状況を すみやかに管理職に報告し た。

②　 教室内の不要物を 処分し 、 画鋲や釘等の金属製品を 適切に収納し た。

③　 管理職は状況を 確認し 、 給食停止の措置を 講ずるか検討し た。

④　 異物を 発見し た児童への精神的ケアに努めた。

⑤　 管轄する保健所や教育委員会等と 連携し 、 組織で対応し た。
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（ ２ ）　 次の文は、 小学校のアレ ルギー対応におけるヒ ヤリ ハッ ト 事例である。 ヒ ヤリ ハッ ト 時の対応と し て

適切でないも のを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

ヒ ヤリ ハッ ト 事例（ 思いがけないも のにアレ ルゲンが入っ ていた事例）

ピーナッ ツアレ ルギーの児童が数人いる小学校の事例である。

棒棒鶏（ バン バン ジー） ド レ ッ シン グにピーナッ ツ ペースト が入っ ていた 。 材料と ド レ ッ シングを 混

ぜ終わり 、 ド レ ッ シン グの容器の片づけを 行っ ていた際、 調理員が表示を 見てピ ーナッ ツ ペースト が

入っ ているこ と に気付いた。

①　 加工食品は必ず事前に業者より 原材料表を も ら っ て原因食品の有無を 確認するよう にし た。

②　 ヒ ヤリ ハッ ト 事例が生じ たこ と を 直ちに、 管理職に報告し た。

③　 ヒ ヤリ ハッ ト 事例について、 内容を 教育委員会に報告し た

④　 ヒ ヤリ ハッ ト 事例について、 アレ ルギー対応委員会で対策を 検討し た。

⑤　 納品さ れた食材が発注し た食材であるか使用直前に確認するよう にし た。
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（ ３ ）　 次の文は、 小学校における緊急時の対応に関する事例である。 対応（ ア） ～（ オ） について、 適切な

も のの組合せを ①～⑤から 選び、 番号で答えよ。

給食を 食べた後、 教室で気分が悪く 「 ぐ っ たり 」 し ている児童を 発見し た。（ 発見者）

こ の児童は、 食物アレ ルギーを 有する児童であっ たため、 以下のよ う な対応を 行っ た。

（ ア） 発見者は、 児童に呼びかけ、 反応の有無を 観察し た。

（ イ ） 発見者は、 他の児童に養護教諭と 他教職員を 呼んでく るよう 指示し た。

（ ウ） 発見者は、 児童を 他の児童から 離れた場所に移動さ せた。

（ エ） 発見者は、 児童を 仰向けに寝かせて、 足の下にラ ンド セルを 入れた。

（ オ） 発見者は、 10分程度児童の様子を 観察し た。

①　（ ア）　（ イ ）　（ ウ）

②　（ ア）　（ イ ）　（ エ）

③　（ ア）　（ イ ）　（ オ）

④　（ ア）　（ エ）　（ オ）

⑤　（ イ ）　（ エ）　（ オ）
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（ ４ ）　 次の文は、 学校内での児童生徒への個別的な相談指導に関する記述である。 適切でないも のを ①～⑤

から 選び、 番号で答えよ。

①　 やせ傾向の児童生徒への相談指導は、 栄養や食に関する指導だけでは、 根本的な問題解決を 導けない

場合には、 さ まざまな関係機関と 連携を し て解決し なく てはなり ません。

②　 成長曲線の急激な下降、 明ら かな低体重、 極端な食事量の制限、 筋力の低下、 便秘、 イ ラ イ ラ 、 不安

などの変化がみら れる場合、 摂食障害を 疑い相談指導の対象と し て抽出し ます。

③　 偏食に対する個別的な相談指導は、 児童生徒自身が苦手な食品についてその日食べる量を 決定し 、 完

食するこ と を 目標と し た個に応じ た指導を 継続的に行います。

④　 肥満に対する 個別的な相談指導は、 対象児童生徒に、 食事記録や体重記録を 活用し て状況を 説明し 、

理解を 促し 、 意欲を 高めて進めていく こ と が大切です。

⑤　 スポーツを する 児童生徒に対する指導は、 競技力向上につながるよう な指導を 優先し て行う こ と が重

要です。
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